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中国四川省産業視察
6月 26日、名古屋空港出発 ・上海経由で、

四川省の省都 『成都』へ 6泊 7日間の視察旅

行でした。

上海は2度 目で、昨年の11月29日に行った

時は、地下鉄はまだ出来ていなかったしタク

シーも軽四型のワンボックスでしたが、今回、

私の日に入ったのはVW社 の乗用車がほとん

どでした。半年間ですごい発展振りですね。  6月 28日 四川黎 資フェア‐開会式の様子

有名な浦東地区を見学して来ましたが、第二上海空港を造る計画や、広大な土地を開発

分割して、外資を待ってぃました。土地は、50年間借りて坪13,000円の賃貸料だそうです。

50年間分ですよ、安いね。名古屋市内の島ぐらいかな……。

上海は、38～39℃で名古屋より暑く、蒸し風呂状態でした。気温が38℃を越える予苺が

出ると、工場は休みです。クーラーの付いている工場は無い。第一に、電気が少ない様子

でした。森松が中国に進出する場所は、上海より北の天津より南の位置にしましょうね。

名古屋→上海は、2時間15分。上海→成都は、約3時間かかります。2000kmの距離があ

り、四川省の省都 「成都(チョンドウと発音)」まで遠い事。中国は広い。パンダと四川料

理 (麻婆豆腐が有名)の 故郷で(2300年の歴史を持ち、三国志の舞台で馴染みが深い古都

である。劉備玄徳、諸葛孔明の名前は知っている方も多いでしよう。それに、中国の詩聖

として季白と並び称される唐代の詩人 ・杜甫が住んでいた杜甫草堂があります。私も、黒川

ビニール ・土田社長と一緒に見学に行って来ました。

成都市内6軒のプラスチック会社を視察して、最後6軒 目にウェルダー加工会社を訪問

する事が出来ました。高周波加工機の事を申国では 『高頻熱合机』と表します。出力3 kw

でダブルの加工機が10万円で手に入るそうです。平均賃金は月給300元 (1元は12円)で す。

国営企業あり個人企業あり郷鎮企業あり、色々あって良く分かりません61回 や 2‐回の

訪間では、理解出来ない国柄ですね。年内に

四川省から同業の方が来社される予定です。

楽しみに待っていて下さい。続きは、茨号で

報告致します。    ●     |

近い内に又、中国へ行きます。一緒に行き

ませんか?   |         ‐

成都市内のウェルダーエ場6月 30日 従業員数30名、

森  信 之
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ト
ン
君
の

一
方
通
行

滑
折

っ
て
良

か

つ
た
の
は
い
翌
日

の
天
気
が
分
か

る
事
。
堤
首
が
ジ
ク
ジ
ク
し
え
ら
翌
日
は
雨
。
何
か

得
を
し
た
気
分
。
こ
れ
明
る
い
考
え
。
痛

い
、
痛

い

と
ジ
ク
ジ
ク
し
て
い
た
ら
、
暗
い
考
え
。
家
に
帰
り

「
今
日
も
疲
れ
た
」
と
い
う
の
は
暗
い
言
葉
。　
Ｆ
フ

日
も
し

つ
か
り
働
け
た
」
と
い
う
の
が
明
る
い
言
葉
。

下
を
向

い
て
小
さ
な
声
で
ボ
ソ
ボ
ソ
は
暗

い
態
度
。

不
思
議
な
も
の
で
ボ
ソ
ボ
ソ
や
ら
れ
る
と
、
た
と
え

そ
れ
が
正
論
で
あ

っ
て
も
否
定
し
た
く
な
る
。
通
る

声
で
明
る
く
言
わ
れ
る
と
、
真
剣
に
聞
こ
う
と
い
う

気
に
な
る
。

我
が
家
で
は
、
自
宅
に
戻
る
と
取
り
敢
え
ず
大
き

な
明
る
い
声
で

「
た
だ
い
ま
′
」
と
言
う
。
あ
ち
ら

も
負
け
ず
に
大
き
な
声
で

「お
帰
リ
ノ
」
と
言
う
。

家
を
出
る
時
は
、

「行
つ
て
き
ま
す
′
」
と
言
い
、

「行
っ
て
ら
つ
し
や
い
ノ
」
と
言
う
。　
　
　
一・

ご
く
ご
く
当
り
前
の
事
が
何
故
会
社
で
出
来
な
い

人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
明
る
く
挨
拶
を
す
る
と
律

を
す
る
の
は
挨
拶
を
し
た
方
な
ん
だ
け
ど
な
。
挨
拶

す
る
と
損
す
る
と
思

っ
て
い
る
か
ら
な
あ
。
下
向
い

て
、
い
や
い
や
小
さ
な
デ
で
す
る
の
は
自
分
を
不
愉

快
に
追
い
込
む
だ
け
だ
よ
Ｉ
Ｉ
。

ま
あ
勝
手
に
し
な
さ
い
／
　
回
り
に
人
が
集
ま
ら

な
い
だ
け
だ
よ
。

６
月
３０
日
の
誕
生
日
で
、
私
も
人
生
の
節
目
を
迎

え
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
の
誕
生
日
は
特
に
印
象
深

く
、
１０
年
先
で
も
思
い
出
す
こ
と
で
し
よ
う
。
と
い

う
の
は
、
皆
さ
ん
も
御
承
知
の
様
に
、
こ
の
日
の
前

後
（
歴
史
的
な
事
が
起
き
た
わ
け
で
、
前
は
４７
年
振

り
の
社
会
党
首
相
誕
生
で
あ
り
、
後
は
Ｍ
社
と
の
取

り
引
き
開
始

で
あ
り
は
す
。

い
ず
れ
も
、　
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
事
で
あ
り
ま
し
た
ｏ

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
世
の
常
で
、
現

在
の
私
自
身
を
考
え
て
も
、
１０
年
前
に
は
思
い
も
よ

ら
な
か
つ
た
事
も
あ

っ
た
り
し
て
、
良

い
の
か
悪
い

の
か
、
あ

つ
と
い
う
間
に
こ
こ
ま
で
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
先
１０
年
し
て
、
果
た
し
て
自
分
が
ど
う
な

っ

て
い
る
の
か
、
１０
年
経

っ
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
大
き
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
の
は
確
か
で

す
。
い
つ
で
も
夢
を
持
ち
、
悔
い
の
残
ら
ぬ
様
、
又

皆
に
好
か
れ
る
様
、　
一
生
懸
命
生
き
、
１０
年
後
を
迎

ぇ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
来
て
益
々
の
円
高
等
、
こ
の
先
、
日
本
も

又
、
会
社
も
変
わ
ら
ぎ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
り
、

我
々
も
こ
れ
に
左
右
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
す
べ
く
、
心
構
え
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
口
　
隆
弘

英
利

森
松
ク
イ
ン
テ
ツ
ト

「十
年
一
世屋

「海
が
好
き
」

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
空
梅
雨
で
雨
も
少
な
く
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
お
過
ご
し
で
す
か
？
私
は
海

の
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
ヽ
休
日
の
ほ
・ど
・″
一ど
は

海

へ
行
き
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
バ
■
ベ
キ

ユ
ー
な

ど
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
　

　

■

昨
年
ま
で
は
３
～
５
人
で
海
へ
行
う
て
い
た
の

で

す
が
、
今
年
か
ら
海
大
好
き
仲
間

（森
松
社
員
及
び

そ
の
友
人
）
が
増
え
ま
し
て
、
皆
で
真

っ
黒
に
な
り

な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
、
キ
ヤ
ー
キ
ヤ
ー
を
い
そ
れ
は
楽

し
い
休
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

海
が
、
社
内
で
も
あ
ま
り
話
を
し
た
こ
と
の
な
か

っ
た
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
社
員
の

友
人
と
の
出
会
い
の
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
暑

さ
に
負
け
ず
夏
を
乗
り
切

っ
て
下
さ
い
。

岩
間
　
正
美

岩間課長上段右端
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|■ら
キ.し

ッ
セ
イ

夏
。
夏
と
言
え
ば
…
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皆
さ
ん
、
色
々
な
事
を
連
想
す
る
と
思
い
ま
す
。

僕
は
、
夏
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
海
と
お
祭
り
。
そ
し

て
食
べ
物
か
な
…
…
０

海
は
、
子
供
の
頃
か
ら
大
好
き
で
、
今
で
ヽ
泳
い

だ
り
、
皆
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ゃ
釣
り
を
し
た
り
し
ま

す
。肝赫響榊焼一矩』哄妹軒麒的動やヵ、れは難震む一

が
沢
山
あ
り
、
こ
れ
を
見
る
の
が
好
き
で
す
。

話
は
変
わ
り
、僕
は
夏
に
な
っ
て
も
食
欲
が
増
す
■

方
で
、
夏
に
は
む
し
ろ
太
る
方
で
す
の
で
気
を
付
け
一

ま
す
。

会
社
で
僕
が

「暑

い
な
あ
～
」
と
言
う
と
、
僕
の
．

隣
に
座

っ
て
い
る
上
司
が
、
「夏
だ
か
ら
当
り
前
だ
が
一

や
あ
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
言
わ

・

な
い
様
に
し
ま
す
。

僕
が
名
古
屋
に
来
て
二
回
目
の
夏
。

昨
年
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
年
は

夏
に
し
か
出
来
な
い
事
を
色
々
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｐ

・
Ｓ

皆
さ
ん
、
冷
た
い
物
を
食
べ
過
ぎ
な
い
様
に
…
…
。

金
子
　
清
道

1配

今
月
の
ニ
コ
チ
ャ
ン
は
…
…

宮
本
昌
俊
さ
ん
、
長
沢
三
二
五
さ
ん
に

決
定
し
ま
し
た
。

森
松
産
業
の
二
人
の
男
性
パ
ー
ト

（職
人
さ
ん
）

を
紹
介
し
ま
す
。

宮
本
さ
ん
は
、
森
松
入
社
以
来
プ
レ
ス
機

一
筋
で

‐５
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
大
ベ
テ
ラ
ン
″
現
在
も
３

・
５
号
プ
レ
ス
機
を
担
当
し
て
く
れ
て
ま
す
。
無
口

で
多
少
頑
固
な
性
格
で
は
あ
り
ま
す
が
、
プ
レ
ス
の

仕
事
を
任
せ
た
ら
彼
の
右
に
出
る
人
は
居
な
い
く
ら

い
の
技
術
で
、
完
壁
な
仕
事
振
り
を
発
揮
し
て
く
れ

て
ま
す
。

も
う

一
人
の
職
人
は
、
長
沢
さ
ん
で
す
。
機
械
で

カ
ッ
ト
出
来
な
い
サ
ン
プ
ル
等
を
手
加
工
で
見
事
に

サ
イ
ズ
通
り
の
注
文
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。
延
反
台

の
ビ

ユ
ー
ル
が
ま
る
で
魔
法
に
か
か
っ
た
か
の
様
に

仕
上
が

っ
て
い
き
ま
す
。

二
人
共
森
松
の
製
造
部
に
と

っ
て
は
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。
仕
事
に
対
し
て
真
面

日
で
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
我
々
森
松
の
若

い
人
達
も
見
習
う
事
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
技
術
指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

無
理
も
言
い
ま
す
が
…
…
…
。

推
薦
者
　
田
井
村
　
俊
秋

▲左より宮本さん、長沢さん、田井村次長

７
月
２
日
、
梅
雨
の
季
節
と
は
思
え
な
い
程
よ
く

晴
れ
た
、
と
て
も
暑
い
日
に
、
森
松
産
業
事
務
所
の

一

引
越
し
を
行
い
ま
し
た
。

お
よ
そ
２
年
振
り
に
本
社
に
戻

っ
た
訳
で
す
が
、

昨
年
入
社
し
た
私
に
と

っ
て
は
未
知
の
世
界
。
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
も
い
く
ら
か
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん

な
新
し
い
こ
と
に
出
会
え
る
か
楽
し
み
な
毎
日
で
す
。

引
越
し
に
は
沢
山
の
方
に
お
手
伝

い
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

尚
、
森
松
産
業
事
務
所
の
電
話
番
号
は
以
前
と
変

わ
ら
ず
６
１
２
卜
６
３
３
６

、
要
工
場
は
６
１
２
１

９
２
８
８
と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
ぐ
お
願

い

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

　

・

谷

口

香
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岬
朝
８
月
の
社
内
行
事

１
日
０
　
編
集
会
議
　
１７
時
５０
分

２
日
ω
　
若
手
サ
ー
ク
ル
会
　
１８
時

３
日
③
　
誕
生
〈ハ
　
１２
時
　
４
Ｆ

″
　
　
大
里
朝
美
さ
ん
誕
生
日

５
日
０
　
新
規
開
拓
部
隊
会
議

‐７
時
５０
分

第

一
土
曜
日
休
み

中
嶋

一
美
さ
ん
誕
生
日

松
本
美
代
子
さ
ん
誕
生
日

夏
期
体
暇

‐６
日
ω

‐４
日
０

‐７
日
③

２０
日
ω

２‐
日
０

２２
日
０

２５
日
Ｑ

２６
日
０

″

２７
日
ω
　
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

大
会

111086
日 日 日 日
lAl lXl個)ω

福
重
貞
子
さ
ん
誕
生
日

改
善
委
員
会
　
１８
時

第
三
土
曜
日
体
み

後
藤
具
崇
さ
ん
誕
生
日

生
産
会
議
　
１８
時

経
営
会
議
　
１５
時
１０
分

営
業
会
議
　
１７
時

造
集
団
会
議
　
１８
時

新
規
開
拓
部
隊
会
議

‐７
時
５０
分

「元気が出る森松展」
新鮮情報100%で あなたの感性を

刺激します〃、

第 2回 モーリングループ新商品の展示会を下記の

日程にて開催します。

会期 1994年 9月 8日 l■l～9日 0

A.M。10:00～PoM.5:00

会場 森松帥本社ビル5F

日頃、御愛顧頂き有難うございます。
´
今年もまた、関連会社の御協賛を得まして、

新商品の展示会を開催致します。

必ずやお役に立つ新鮮情報を多数揃えて

お待ちしております。

何卒、ご来場下さいます様、お願い申し上げます。

モーリングループ代表 森   信 之

森松展実行委員長 牧 野 光 昌

一
ク

イ
ズ

コ
ー
ナ
ー

一

大
変
発
表
が
遅
く
な
り
ま
し
て
申
し
訳
ご
ぎ

い
ま
せ
ん
。

〈
５
月
号
の
答
え
〉

ク
ラ
ブ
の
２
、　
一
枚
だ
け
。

※
正
解
者
の
方
に
は
、
商
品
の
発
送
を
も

つ
て

発
表
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

□

□

□

団

昨
年
は
、
長
雨
で
冷
夏
。
今

年
は
、
高
温
と
水
不
足
で
、
農

家
は
日
照
り
の
お
陰
で
今
か
ら

不
安
の
中
に
い
る
。

節
水
の
節
水
で
、
学
校
給
食

が
出
来
ず
に
牛
乳

一
本
に
な

っ

た
と
こ
ろ
も
…
…
。

深
刻
な
水
不
足
。
水
は
誰
で

も
利
用
す
る
の
で
、
皆
で
節
約

し
ま
し
よ
う
。

松
井
　
』旦
和

編集発行者

森松株式会社

高 橋 武 夫

平成 6年 8月 1日

第 110号

廂


